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「国際経済学で人間関係を改善」
経済学部経済学科  椋  　寛  教授

最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
熱
く
語

っ
た
。

　
約
一
時
間
に
わ
た
り
、
自
身
の
研
究
や

教
育
に
対
す
る
思
い
を
た
っ
ぷ
り
と
語
っ

て
く
れ
た
椋
先
生
。
自
身
の
信
念
を
強
く

持
ち
、
今
後
も
さ
ら
な
る
探
求
心
の
も

と
、
そ
の
知
と
教
え
を
発
信
し
続
け
て
く

れ
る
に
違
い
な
い
。

入
品
は
生
活
に
密
着
し
て
お
り
、
そ
の
分

析
は
私
た
ち
の
生
活
を
考
え
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際
経
済
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
、
互
い

の
違
い
を
理
解
し
尊
重
し
合
う
こ
と
に
繋

が
り
、
周
り
の
人
々
と
良
好
な
関
係
を
築

く
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
す
」
と
意
外

な
共
通
点
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
そ
れ
を
典
型
的
に
表
す
の
が
、『
比
較

優
位
』
の
考
え
方
で
す
。
仮
に
全
て
の
面

で
他
者
よ
り
も
絶
対
的
に
劣
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
適
切
に
役
割
分
担
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
て
の
人
の
状
態
を
現
状
よ
り

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、

比
較
優
位
の
教
え
で
す
。
世
の
中
に
不
必

要
な
人
は
お
ら
ず
、
互
い
に
協
力
し
合
う

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
同
時
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
国
際
経
済
学
の

「
も
と
も
と
学
問
に
興
味
は
あ
り
、
大
学

院
に
進
み
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
学
者
に
な
る
つ
も

り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
大
学
院
進
学
後
に
、
経
済
学
の
奥
深

さ
に
惹
か
れ
、
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し

た
。
経
済
学
の
専
門
知
識
を
持
つ
研
究
者

と
し
て
、
教
育
現
場
や
論
文
を
通
じ
、
そ

の
有
用
性
や
成
果
を
広
く
発
信
す
る
。
そ

れ
も
世
の
中
を
良
く
す
る
た
め
重
要
な
手

段
で
あ
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

身
近
な
経
済
学

　
ま
た
、
研
究
を
長
く
続
け
て
い
る
国
際

経
済
学
に
惹
か
れ
る
理
由
を
伺
っ
た
。

「
国
際
貿
易
と
い
う
と
、
ど
こ
か
縁
遠
い

も
の
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
食
料
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
輸

（
取
材
・
構
成
　
鈴
木
　
花
帆
）

世
界
経
済
を
見
据
え
る

　
専
門
と
す
る
国
際
貿
易
の
分
野
で
は
、

国
境
を
超
え
た
モ
ノ
の
取
引
が
起
こ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
、
貿
易
に
関
連
す
る
取
引
の

中
の
サ
ー
ビ
ス
の
動
き
を
研
究
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
』
、
つ
ま
り
は
国
際
的
な
付

加
価
値
の
連
鎖
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
貿
易
協
定

に
着
目
し
、
政
府
の
政
策
効
果
の
分
析
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
。

教
育
者
と
し
て

　
学
生
時
代
は
、
官
公
庁
な
ど
で
政
策
立

案
に
携
わ
り
、
世
の
中
を
良
く
す
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
椋
先

生
。
で
は
、
教
員
に
な
る
き
っ
か
け
と
は

一
体
何
だ
っ
た
の
か
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

横
浜
国
立
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

業
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
後
、
博
士
（
経
済

学
・
東
京
大
学
）
取
得
。
そ
の
後
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）
を
経
て

2
0
0
3
年
よ
り
本
学
に
赴
任
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
先
生
は
、
国
際
貿
易
や
海
外
直
接
投
資

を
専
門
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
研
究
な

ど
に
つ
い
て
く
わ
し
く
伺
っ
た
。

善
を
図
る
」
と
話
し
て
く
れ

た
。
今
年
度
は
、
多
く
の
受
験

生
に
本
学
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
例
年
よ
り
2
回
多

く
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
実

施
さ
れ
る
。

情
報
を
効
果
的
に
発
信
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
の
満
足
度
向
上

の
た
め
に
も
、
様
々
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
。
今
回
は
応
援

団
に
よ
る
演
舞
公
演
の
実
施

や
、
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
学
生

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
回
数
増
加
な

ど
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
。
ま

た
、
今
年
は
来
場
者
全
員
へ
う

ち
わ
を
配
布
。
さ
ら
に
、
屋
内

の
休
憩
所
や
屋
外
に
ミ
ス
ト
フ

ァ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
夏
の

暑
さ
対
策
に
も
力
が
入
れ
ら
れ

た
。
同
セ
ン
タ
ー
課
長
は
「
教

職
員
や
学
生
の
丁
寧
な
対
応
で

本
学
の
『
学
び
』
だ
け
で
な
く

『
人
』
の
魅
力
も
伝
え
ら
れ
た
」

と
振
り
返
る
。

　
次
回
の
開
催
に
向
け
て
「
来

場
者
が
増
え
る
中
で
満
足
度
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
」
と
課
長
は
言
う
。

さ
ら
に
「
既
存
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
の
見
直
し
や
新
規
企
画
の

立
ち
上
げ
な
ど
、
積
極
的
に
改

・
2
年
次
に
お
い
て
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
進

路
指
導
と
し
て
課
題
に
し
て
い

る
高
校
も
多
い
。
こ
う
し
た
高

校
側
の
変
化
も
来
場
者
増
加
の

一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
今
回
の
開
催
に
お
い
て
工
夫

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
主
催
の

本
学
学
長
室
広
報
セ
ン
タ
ー
に

話
を
伺
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、・
十
分
な
事
前
広
報
・
来
場

者
が
満
足
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
の
2
点
を
心
掛
け
た
と
言

う
。
事
前
の
広
報
と
し
て
は
今

年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
受
験

生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
マ
ジ

マ
ジ
メ
マ
ガ
ジ
ン
」
の
存
在
が

大
き
い
。
同
ペ
ー
ジ
内
に
模
擬

講
義
の
詳
し
い
内
容
な
ど
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
来
場
者
が
必
要
と
す
る

の
教
員
を
対
象
と
し
た
訪
問
活

動
を
一
層
強
化
し
た
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
今
年
2

月
に
実
施
さ
れ
た
一
般
入
試
志

願
者
の
大
幅
な
増
加
も
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
が
継
続
し
て
好

意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と

が
来
場
者
の
増
加
に
影
響
し

た
。
ま
た
、
昨
今
で
は
高
校
1

　
今
夏
は
1
0
5
3
8
名
の
来

場
者
が
訪
れ
た
。
こ
れ
は
前
年

度
比
1
3
0
2
名
（
　
％
）
増

14

と
な
り
、
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
は
過
去
最
高
の

来
場
者
数
を
記
録
し
た
。
こ
れ

に
は
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
、
高
校
の
進
路
指
導

過
去
最
多
の

来
場
者
数

学びを推進
ラーニング・サポートセンター

し
て
お
り
、
大
学
で
の
空
き
時

間
に
気
軽
に
利
用
出
来
る
点
が

魅
力
だ
。
曜
日
、
時
間
帯
に
も

よ
る
が
、
常
時
3
～
6
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
在
室
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
そ
の
場
で
す
ぐ
相
談

す
る
だ
け
で
な
く
、
事
前
に
予

約
す
る
こ
と
も
出
来
る
点
に
も

注
目
だ
。
原
則
1
コ
マ
　
分
、

30

1
日
2
コ
マ
ま
で
利
用
で
き
る

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
を

通
じ
た
相
談
回
数
に
制
限
は
設

け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
自
律

的
な
学
習
が
で
き
る
ま
で
、
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

　
職
員
の
方
々
は
『
学
び
直
し
』

か
ら
『
さ
ら
な
る
学
び
』
に
至

る
ま
で
、
自
主
的
で
創
造
的
な

学
習
を
支
え
る
場
と
し
て
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
姿
勢
だ
。

現
在
の
利
用
状
況
は
、
開
設
か

ら
の
1
ヶ
月
で
延
べ
　
名
強
と

70

の
こ
と
。
試
験
に
向
け
て
の
勉

強
や
自
習
室
と
し
て
の
利
用
も

可
能
で
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
積
極

的
に
利
用
し
た
い
も
の
だ
。

で
き
る
環
境
の
整
備
を
目
指
す

本
セ
ン
タ
ー
。
多
様
な
専
門
分

野
を
修
学
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
学

生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
親
身

に
、
学
び
を
補
助
す
る
。

　
具
体
的
な
支
援
内
容
は
、
履

修
登
録
前
の
相
談
か
ら
大
学
で

の
学
習
方
法
、
内
容
に
関
す
る

各
種
相
談
、
文
献
検
索
支
援
で

あ
る
。
さ
ら
に
和
文
だ
け
で
な

く
、
英
文
を
含
む
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
技
法
等
の
向
上
も
支
援

す
る
。
も
ち
ろ
ん
履
修
登
録
し

た
授
業
科
目
以
外
の
一
般
的
な

学
習
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け

付
け
て
お
り
、各
種
講
習
会
、勉

強
会
等
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
平
日
は
　
時
～
　
時
、
土
曜

10

19

日
は
　
時
か
ら
　
時
ま
で
開
室

10

14

　
今
年
6
月
、
西
2
号
館
2
0

4
教
室
に
学
生
の
学
習
支
援
を

行
う
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
開
設
さ
れ

た
。
学
び
や
す
く
成
長
を
実
感

　
本
年
度
、
学
習
院
大
学
の
受

験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

真
面
目
の
中
に
こ
そ
活
気
が
あ

る
と
い
う
理
念
の
下
、「
マ
ジ

マ
ジ
メ
マ
ガ
ジ
ン
～
む
し
ろ
、

ま
じ
め
が
お
も
し
ろ
い
～
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
ま
で
の
学

習
院
大
学
の
真
面
目
な
イ
メ
ー

ジ
に
加
え
、
大
学
の
活
発
な
面

を
発
信
し
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
で
視
認

性
が
高
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
キ

ャ
ッ
チ
―
な
コ
ン
テ
ン
ツ
名
称

を
並
べ
て
見
易
く
し
た
。
こ
れ

は
、
閲
覧
者
が
欲
し
い
情
報
に

早
く
た
ど
り
着
く
こ
と
を
狙
い

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
目
白
駅

か
ら
の
距
離
を
測
る
動
画
や
、

模
擬
講
義
内
容
を
紹
介
す
る
動

画
な
ど
を
制
作
し
て
コ
ン
テ
ン

ツ
を
馴
染
み
易
く
し
た
。
そ
の

効
果
が
あ
っ
て
か
、
閲
覧
数
は

伸
び
て
い
る
と
い
う
。
本
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
受

験
生
で
あ
り
、
馴
染
み
易
い
動

画
な
ど
を
通
し
て
本
学
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
直
接
的
な
広
報

と
併
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
充
実
を
図
り
、
今
後
も
本

学
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

（
瑠
）

【
訂
正
】
前
号
1
面
「
福

井
先
生
講
演
会
」
の
記
事

中
に
お
い
て
、
学
習
院
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
と

の
表
記
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

対
に
」
。
バ
リ
ー
は
夢
を
叶
え

る
た
め
に
、
い
か
な
る
犠
牲
も

厭
わ
な
か
っ
た
。
前
述
の
名
言

を
残
し
、
非
現
実
に
ま
で
夢
を

追
い
求
め
た
点
が
な
ん
と
も
彼

ら
し
い
。
貧
し
い
出
身
で
、
文

筆
家
と
し
て
大
成
す
る
の
に
多

く
の
時
間
を
擁
し
た
彼
だ
か
ら

こ
そ
書
け
た
の
だ
ろ
う
。
執
念

が
生
み
出
し
た
台
詞
に
思
え
る

▼
誰
よ
り
も
失
敗
を
重
ね
て
き

た
私
は
、
そ
の
数
に
見
合
う
よ

う
な
成
功
は
収
め
て
い
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
犠
牲
を

も
払
っ
て
き
た
彼
の
執
念
に
学

び
、
生
き
て
い
た
い
。
そ
の
思

い
が
人
生
の
糧
に
な
る
と
信
じ

て
。 

（
風
）

　
「
無
為
に
過
ご

す
か
ら
こ
そ
珠
玉

の
時
間
と
な
る
時

も
あ
る
」
。
世
界

中
で
愛
さ
れ
て
い

る
童
話
『
ピ
ー
タ

ー
・
パ
ン
』
の
著
者
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
マ
シ
ュ
ー
・
バ
リ
ー
が
残

し
た
名
言
で
あ
る
。
貴
重
な
時

間
を
大
切
に
過
ご
す
よ
う
に
注

意
さ
れ
た
時
に
思
っ
た
こ
と
だ

そ
う
だ
▼
原
作
で
は
、
バ
リ
ー

の
人
間
像
や
自
身
の
心
中
を
描

い
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
家
計
の
や
り
く

り
に
苦
労
し
た
父
と
教
育
熱
心

な
母
を
持
っ
て
い
る
点
は
主
人

公
・
ウ
ェ
ン
デ
ィ
と
共
通
し
て

い
る
。
ま
た
気
ま
ぐ
れ
な
性
格

で
あ
っ
た
彼
は
、
自
身
の
理
想

の
人
間
像
を
作
中
に
導
入
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ン

デ
ィ
の
母
メ
ア
リ
ー
の
姿
は
バ

リ
ー
の
母
に
対
す
る
敬
意
の
現

れ
だ
ろ
う
か
▼
作
中
に
は
こ
の

よ
う
な
台
詞
が
あ
る
。「
お
と

ぎ
話
を
信
じ
る
、
絶
対
に
、
絶

平
成
　
年
度
秋
季
特
別
展
「
君
恋
ふ
る
こ
こ
ろ

28

―
恋
に
お
ち
る
日
本
美
術
」
展

日
時：
　
月
1
日
（
土
）
～
　
月
　
日
（
土
）　

10

12

10

　
　
　
月
～
土
曜
　
　
時
～
　
時

10

17

場
所：

北
2
号
館
1
階
　
学
習
院
大
学
史
料
館

展
示
室

備
考：

入
場
無
料
／
閉
室
日
あ
り
／
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
開
催
（
①
　
月
　
日
（
土
）

10

29

②
　
月
　
日
（
土
）　

時
～
　
各
回
　

11

19

14

30

分
程
度
／
予
約
不
要
・
参
加
無
料
）

第
　
回
学
習
院
大
学
史
料
館
講
座
「
王
朝
物
語

81
と
絵
画
」

日
時：

　
月
8
日
（
土
）
　
時
～
　
時
　

10

14

15

30

分

場
所：

学
習
院
大
学
創
立
百
周
年
記
念
会

　
　
　
館

講
師：

佐
野
み
ど
り
氏

徳
川
家
最
古
参
の
家
来
　
三
河
安
祥
譜
代

大
名
　
阿
部
家
　
知
る
と
面
白
い
江
戸
時

代
の
歴
史

日
時：

　
月
　
日
（
土
）　

時
　
分
～
　

10

29

13

30

15

　
　
　
時

場
所：

西
5
号
館
2
0
2
教
室

講
師：

阿
部
正
靖
氏
（
棚
倉
藩
　
阿
部
家

　
　
　
二
十
二
代
当
主
）

備
考：

受
講
料
1
5
0
0
円
／
定
員
3
2

0
名

　
7
月
　
日
～
　
日
の
2
日
間
、
本
学
に
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

30

31

ン
パ
ス
が
行
わ
れ
た
。
学
内
で
模
擬
講
義
や
説
明
会
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は

多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

恨 懇今今今今

恨 懇今今今今

2
熱
気
帯
び
る
大
会

次
は
東
京
へ

3
日
本
の
独
自
文
化

妖
怪
世
界
に
迫
る

　
リ
ー
グ
1
部
昇
格
を
目
指
す

ホ
ッ
ケ
ー
部
。
防
衛
大
学
と
の

一
戦
は
試
合
終
盤
に
得
点
し
、

そ
の
リ
ー
ド
を
守
り
1
対
0
の

僅
差
で
勝
利
し
た
。

4
防
大
に
勝
利

ื  
 

 
 

 

03 3981 9718 

171 0031

お申し込み・お問い合わせ

目白庭園　管理事務所

住所：〒171-0031 豊島区目白 3-20-18

TEL：03-599-4810　FAX：5996-4886

MAIL：info-mejiro-garden@seibu-la.co.jp
ホームページ：　
http://www.seibu-la.co.jp/mejiro-garden/

筝と尺八の演奏会 

出演：尺八 /平野透山、箏 /雅楽鈴

25 ( 金 ) 19:00~20:00
11/
筝・尺八コンサート

雅な笙の響きの世界を

紅葉とともにお楽しみください

出演：大塚 惇平

雅楽コンサート
26 ( 金 ) 18:30~19:30

11/

チェロとクレセントによる癒しのコンサート

出演：チェロ /河村治　

         ピアノ・ギター /Crescent（クレセント）

 1 ( 木 ) 19:00~20:00
12/
チェロと癒しの調べ

ライトアップされた日本庭園と

魅惑のインド舞踊で、幻想的な夜に誘います。

出演：マチコ・ラクシュミー

 3 ( 土 ) 18:30~19:30
12/
魅惑のインド舞踊

夜の一時をゆっくり、

シャンソンでお楽しみ下さい

出演：内藤　依子

 4 ( 日 ) 18:30~19:30
12/
シャンソンコンサート

イベントはいずれも 参加費：1000 円（ライトアップ入園料含む）  場所：赤鳥庵（目白庭園内）  定員：60 名（先着順）対象：どなたでも

申込：往復はがき又はファクスかメールに①イベント名　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話・ファクス番号、を記入の上、申込下さい。

目白庭園管理事務所で直接申し込みも可。＊電話での申し込みはできません。

目白庭園

〒171-0031

豊島区目白 3-20-18

　JR 山手線目白駅徒歩 5分

   池袋駅徒歩 15分

目白駅の改札を出て左
横断歩道を渡って、さらに左に進むと
パン屋が見えてくるので手前を右に曲がる。
まっすぐ、道なりに歩いて行くと
踏切の手前に、目白庭園の門が見える。
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 パラスポパラスポーーツツ

を社会を社会にに 

多大な負 多大な負担担

支援強化支援強化をを 

パ
ラ
五
輪
の

パ
ラ
五
輪
の
　

起
源
に
迫

　
起
源
に
迫
るる

 ２０１６年９月２４日（土曜日）（通算４８６号）   第２８７号 （２）［特　　集］

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
幕

後
に
開
催
さ
れ
る
の
が
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
。障
が

い
者
へ
の
理
解
を
含
め

て
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

検
証
し
て
み
よ
う
。

素

蘇

粗疎疎疎疎

祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
射
す
る
」
や
「
反
省
す
る
」
と
い
う
意
味

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
知
識
を
得
て
い
く

こ
と
で
、
一
見
単
調
な
語
学
の
世
界
は
鮮

や
か
な
色
で
染
ま
っ
て
い
き
、
記
憶
の
中

に
刻
ま
れ
て
い
く
の
だ
。

　
言
語
だ
け
で
は
で
は
な
い
。
歴
史
や
文

化
に
傾
倒
し
た
Ｉ
Ｔ
分
野
の
実
業
家
も
数

多
い
。
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
は
中
国
の
兵
法
書

「
孫
子
」
を
愛
読
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い

る
戦
闘
の
記
録
を
自
身
の
立
場
に
当
て
は

め
て
、
経
営
に
応
用
し
て
い
る
そ
う
だ
。

一
方
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
は
禅
の

哲
学
を
学
び
、
自
ら
の
短
気
な
性
格
を
落

ち
着
け
、
冷
静
に
状
況
を
見
渡
そ
う
と
し

た
。
　
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
や
無
縁
に
見
え
る
分

野
に
お
い
て
で
も
、
力
を
発
揮
す
る
教

養
。「
す
ぐ
に
は
役
に
立
た
な
い
」
は
「
一

生
役
に
立
つ
か
ら
、
今
は
そ
う
見
え
る
」

だ
け
で
は
な
い
か
。
一
歩
踏
み
出
す
勇
気

と
同
様
に
我
々
が
常
に
持
つ
べ
き
だ
。

（
政
治
学
科
一
年
　
安
井
大
河
）

捨
て
て
は
な
ら
ぬ
も
の

れ
返
っ
て
い
る
。
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

は
要
点
の
み
に
絞
ら
れ
、
知
り
た
い
こ
と

だ
け
を
知
れ
る
と
い
う
点
で
便
利
だ
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
は
何
か
を
放
棄
し
て
い

る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
教
養
だ
。
教
養

と
は
一
見
無
駄
に
思
え
る
が
、
人
生
を
色

鮮
や
か
に
し
て
く
れ
る
物
事
で
あ
る
。
言

語
に
置
き
換
え
る
な
ら
こ
う
だ
。
本
や
辞

書
な
ど
で
得
ら
れ
る
情
報
は
余
分
な
も
の

も
多
く
読
み
飛
ば
し
た
い
と
思
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
熟
読
し
て
み

る
と
、
言
葉
の
意
味
以
外
に
も
成
立
過
程

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
r
e

f
l
e
c
t
と
い
う
単
語
が
そ
う
だ
。
こ

れ
は
、「
も
と
の
方
向
へ
」
を
意
味
す
る
r

e
と
い
う
接
頭
辞
と
「
曲
げ
る
」
と
い
う

意
味
の
f
l
e
c
t
が
く
っ
つ
い
て
で
き

た
単
語
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
光
を
反

　
特
定
の
分
野
で
成
功
を
収
め
た
人
々
は

こ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
が
あ
る
。「
自
分

か
ら
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
、
何
も
始
ま
ら

な
い
」
。
確
か
に
、
人
と
の
出
会
い
や
新

た
な
発
見
の
た
め
に
は
自
分
か
ら
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、
彼

ら
は
そ
れ
だ
け
で
成
功
を
収
め
て
い
る
と

言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

人
生
を
色
鮮
や
か
に

　
文
系
不
要
論
が
唱
え
ら
れ
て
久
し
い
。

「
文
系
の
学
問
よ
り
、
特
定
の
技
術
を
習

得
す
る
方
が
実
社
会
で
役
に
立
つ
こ
と
が

多
い
か
ら
」
だ
そ
う
だ
。
歴
史
や
文
学
は

Ｉ
Ｔ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
は
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
情
報
取
得
の
利
便
性
は
向
上
し
て
い
る
。

我
々
の
身
の
周
り
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
で
溢

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
名

前
で
開
催
さ
れ
た
の
は
　
年
前

50

の
東
京
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
東
京
で
2
0
2
0
年

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う

な
展
開
、
例
え
ば
都
内
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
ど
れ
ほ
ど
進
む

の
か
、
な
ど
非
常
に
楽
し
み
で

あ
る
。 

（
福
田
健
太
）

　
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

2
日
前
の
時
点
で
チ
ケ
ッ
ト
販

売
率
は
6
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
用
意

さ
れ
て
い
る
2
5
0
万
枚
の
う

ち
1
0
0
万
枚
が
売
れ
残
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
比
べ
依
然

集
客
な
ど
の
点
が
課
題
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
会
場
や

ス
タ
ッ
フ
の
コ
ス
ト
を
賄
い
き

れ
ず
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
の
悪
循
環
が
生
じ
る
の

で
あ
る
。

企
　
画
 

安
井
　
大
河

 

 

福
田
　
健
太

取
    材
 

國
井
日
南
子

 

石
川
　
雅
広

 

鈴
木
麻
衣
子

構

成

レ
イ
ア
ウ
ト

ン
卿
が
任
命
さ
れ
た
。
グ
ッ
ド

マ
ン
卿
は
「
手
術
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
を
」
と
い
う
理
念
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
を
治
療
に
導
入
。
1
9
4

8
年
、
卿
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に

あ
わ
せ
て
病
院
内
で
車
椅
子
患

者
（
退
役
軍
人
）
に
よ
る
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
大
会
を
開
催
。
こ
の

大
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
後
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
接
の
原

点
と
な
っ
た
。
1
9
5
2
年
に

は
オ
ラ
ン
ダ
の
参
加
で
国
際
大

会
に
発
展
し
、
規
模
を
拡
大
。

1
9
6
0
年
、
イ
ギ
リ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
5
か
国
に
よ
り
国

際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
大

会
委
員
会
が
設
立
。
グ
ッ
ト
マ

ン
卿
が
そ
の
初
代
会
長
に
就
任

し
た
。
そ
し
て
同
年
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
ロ
ー
マ

で
、
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
大
会
は
現
在
、
第
1

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
東
京
五
輪
後
に
は
車

い
す
使
用
者
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
身
体
障
が
い
者
が
参
加
す

る
国
際
身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
。
こ
の
大
会
は

第
2
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
大
会
は
リ
ハ
ビ
リ
（
社
会

復
帰
）
の
延
長
か
ら
競
技
性
の

高
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
と
発

展
。
2
0
0
0
年
に
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
国
は
、
引
き
続
い

て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
則

が
明
文
化
。
今
日
の
形
態
と
な

っ
た
。

　
原
点
は
傷
痍
軍
人
治
療
の
一

環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
が
奨
励
さ

れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
で
も

米
国
代
表
の
約
2
割
は
傷
痍
軍

人
で
あ
る
。
日
本
で
は
福
祉
の

観
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
別
の
視
点
か
ら
は
ま
た

違
っ
た
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。 

（
石
川
雅
広
）

の
大
会
だ
。
歴
史
は
古
代
ギ
リ

シ
ャ
に
起
源
を
も
つ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
比
べ
ま
だ
浅
く
、
原
点

は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
求
め

ら
れ
る
。
当
時
の
英
国
首
相
チ

ャ
ー
チ
ル
は
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外

に
あ
っ
た
病
院
内
に
脊
髄
損
傷

科
を
開
設
し
た
。
戦
争
激
化
に

よ
る
負
傷
兵
急
増
を
見
越
し

て
、
兵
士
の
治
療
と
社
会
復
帰

を
目
的
と
し
た
施
設
が
必
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
初
代
科
長
に

は
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
運
動
に
よ
り

イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
医
師
、

ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
ら
な

い
学
生
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史

的
経
緯
を
熟
知
し
て
い
る
学
生

は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
記

事
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴

史
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
簡
単

に
解
説
し
て
い
く
。
同
大
会
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
行
わ
れ
る

「
平
行
の
＝
も
う
一
つ
の
（
Ｐ

ａ
ｒ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ
）
」
＋
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ

ｃ
）
」
だ
。
主
に
肢
体
不
自
由

の
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
競
技
大
会
で
、
世
界
最
高
峰

あ
る
。

　
近
年
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
技
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
組
み

込
む
べ
き
だ
と
い
う
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
が
す

べ
て
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
方
向
へ
動
い
て
い
る
証
拠

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
動
き
を
失
速
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
問
題
の
早
急
な
解

決
や
人
々
の
偏
見
を
取
り
除
く

こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

（
國
井
日
南
子
）

　
選
手
た
ち
を
悩
ま
せ
る
の
は

資
金
や
設
備
の
不
足
だ
け
で
は

な
い
。
選
手
生
活
終
了
後
の
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
ま
た
、
充
実
し
て
い
な

い
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手

の
生
活
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
競

技
に
全
力
で
打
ち
込
め
る
環
境

を
作
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
同

じ
レ
ベ
ル
の
選
手
同
士
で
競
い

あ
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

障
害
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て

ク
ラ
ス
分
け
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
ど
う
し
て
も
メ

ダ
ル
の
数
が
多
く
な
る
傾
向
に

あ
り
、
メ
ダ
ル
一
つ
当
た
り
の

重
み
に
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る

の
が
現
状
だ
。
近
い
障
害
ク
ラ

ス
の
間
で
階
級
を
統
廃
合
す
る

動
き
も
出
た
。
一
方
で
公
平
性

を
重
視
す
る
べ
き
だ
と
の
意
見

も
多
い
。
ど
ち
ら
を
重
要
視
す

べ
き
か
今
一
度
考
え
る
必
要
が

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
障
害
の
あ
る
選
手

一
人
あ
た
り
の
年
間
自
己
負
担

額
は
平
均
1
4
7
万
円
ほ
ど

（
推
計
値
）
。
さ
ら
に
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
の
一
人
あ
た
り
の
年
間

自
己
負
担
額
は
約
2
5
0
万
円

と
さ
ら
に
高
額
に
な
る
。
大
会

参
加
の
た
め
の
遠
征
費
用
や
器

機
・
道
具
類
が
主
な
内
訳
だ
と

い
う
。

　
加
え
て
施
設
や
指
導
者
の
不

足
も
深
刻
な
問
題
だ
。
調
査
で

は
選
手
の
　
％
が
施
設
利
用
を

20

断
ら
れ
た
経
験
及
び
条
件
付
き

で
認
め
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
と

回
答
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
最
も
多
い
の
は
特
に
車
椅

子
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
の
「
キ

ズ
が
つ
く
か
ら
」
と
い
う
回
答

だ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
や
指
導

者
の
養
成
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

全
国
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
比
べ
人
々

の
関
心
の
低
い
と
さ
れ
る
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
近
年
は
少
し
ず

つ
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
る
も

の
の
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る

の
が
現
状
だ
。
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

自
身
の
問
題
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
中
で
も

経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
が

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
日
本
パ

ら
れ
る
社
会
を
当
た
り
前
に

し
た
い
で
す
」
と
前
田
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
た
。

最
後
に
、
大
学
生
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

「
2
0
2
0
年
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
社

会
を
変
え
る
行
動
を
起
こ
し

て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
ど
ん

な
活
動
で
も
い
い
と
思
う
」

と
金
子
さ
ん
。
前
田
さ
ん
は

「
や
ろ
う
と
思
え
ば
何
で
も
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ス
リ
ー

ト
は
示
し
て
く
れ
る
。
だ
か

ら
、
ま
ず
競
技
を
観
て
ほ
し

い
。
そ
こ
か
ら
自
分
が
で
き
る

こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
数
日
前
、
と
あ
る
芸
能
人
と

日
本
代
表
選
手
と
の
対
談
番
組

が
放
送
さ
れ
た
。
お
互
い
に
遠

慮
な
く
意
見
を
ぶ
つ
け
て
い

た
。
障
が
い
者
へ
の
ま
な
ざ
し

だ
け
が
同
情
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。 

（
安
井
大
河
）

し
て
い
る
。「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
行
し
、
障
が
い
者
が
社
会

の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
」

と
の
こ
と
だ
。

　
続
い
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
が
社
会
に
も
た
ら
す
影
響
に

つ
い
て
聞
い
て
み
た
。「
ル
ー

ル
を
少
し
工
夫
す
る
だ
け
で
同

じ
競
技
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
そ
の
よ
う
な
見
方
を
多
く
の

方
に
提
供
で
き
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
障
が
い
者
が
普
通
に
い

ー
の
金
子
知
史
さ
ん
と
前
田
有

香
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
最
初
に
、
本
同
セ
ン
タ
ー
の

概
要
を
説
明
し
て
頂
い
た
。
4

年
後
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
成
功
と
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
目
的
に
、
昨
年
5

月
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団

の
支
援
に
よ
り
設
立
。
金
子
さ

ん
に
よ
る
と
、「
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
団
体
の
組
織
力
の
強

化
と
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
啓
発
を
二
つ
の
柱
と
し

て
い
る
」そ
う
だ
。
そ
の
た
め
、

各
競
技
団
体
に
対
す
る
助
成
金

の
提
供
や
、
共
同
オ
フ
ィ
ス
の

設
置
な
ど
を
通
じ
て
、
団
体
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
等
の

媒
体
の
ほ
か
、
実
際
に
競
技
体

験
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
。
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
知
名
度

の
向
上
や
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
障
が
い
者
理
解
を
推
進

　
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
溜
池
山
王
駅
か
ら

徒
歩
5
分
、
日
本
財
団
ビ
ル
が

現
れ
る
。
そ
の
4
階
に
あ
る
の

が
本
同
セ
ン
タ
ー
だ
。
こ
こ
で

は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ

め
と
す
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

（
通
称：

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
）
の

普
及
に
携
わ
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
本
同
セ
ン
タ

は
受
け
入
れ
難
い
事
実
か
も
し
れ
な
い
。

　
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
に
と
っ
て
読
み

書
き
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
、「
国
際
識
字

デ
ー
」
は
定
め
ら
れ
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
1
9

6
5
年
9
月
8
日
、
イ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
テ
ヘ

ラ
ン
会
議
に
お
い
て
、
当
時
の
パ
ー
レ
ビ
―
国
王

が
各
国
軍
事
費
の
1
部
を
識
字
教
育
に
ま
わ
す
よ

う
に
提
案
し
た
こ
と
だ
。
そ
の
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
が
こ
れ
を
祝
し
記
念
日
の
制
定
を
宣
言
し
、
1

9
6
6
年
に
初
め
て
の
「
国
際
識
字
デ
ー
」
を
迎

え
た
。
こ
の
日
は
世
界
中
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
国
際
交
流
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
講
演
会
も
開
か
れ
る
。
こ
れ

ら
の
趣
旨
は
、
身
に
付
け
た
識
字
能
力
を
通
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
や
、
文
字
を
認
識

す
る
力
や
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
だ
。

　
世
界
で
は
未
だ
、
十
分
な
識
字
ス
キ
ル
を
備
え

て
い
な
い
人
が
多
く
存
在
す
る
。
今
月
は
是
非
、

当
た
り
前
に
し
て
い
る
読
み
書
き
に
つ
い
て
考

え
、
そ
の
幸
せ
を
改
め
て
実
感
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。 

（
鈴
木
麻
衣
子
）

　
7
億
7
5
0
0

万
。
皆
さ
ん
は
こ
の

数
字
が
何
を
表
す

か
、
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
世
界
人
口
の
約

6
分
の
1
を
表
す
こ

の
数
字
は
、
十
分
な

教
育
を
受
け
ら
れ
ず

最
低
限
の
読
み
書
き

す
ら
出
来
な
い
人
の

数
を
表
す
。
日
本
で

暮
ら
し
、
大
学
に
通

う
私
た
ち
に
と
っ
て

当たり前の幸せを

年
。
Ｗ
杯
で
何
度
も
優
勝
経

験
が
あ
り
な
が
ら
も
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
の
金

メ
ダ
ル
獲
得
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
ソ
チ
で
の
試
合
、
1

本
目
は
ト
ッ
プ
の
選
手
と
僅

差
で
2
位
。
勝
敗
が
決
ま
る

2
本
目
、
彼
は
攻
め
の
姿
勢

を
貫
き
、
見
事
逆
転
勝
利
を

勝
ち
取
っ
た
。
悲
願
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
3
月
　
日
13

は
、　

年
前
両
足
を
失
っ
た

17

ま
さ
に
そ
の
日
だ
っ
た
。
長

い
夢
を
実
現
さ
せ
、
最
大
の

悪
夢
の
日
が
最
高
の
日
に
変

わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
だ
ろ

う
。 

（
鈴
木
麻
衣
子
）

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
1
人
の

男
が
い
た
。

　
彼
の
名
は
、
鈴
木
猛
史
。

福
島
県
出
身
の
チ
ェ
ア
ス
キ

ー
ヤ
ー
だ
。
小
学
2
年
生
の

時
、
友
人
の
家
に
行
く
途
中

ダ
ン
プ
カ
ー
に
ひ
か
れ
、
両

足
太
も
も
か
ら
下
を
切
断
す

る
大
怪
我
を
負
っ
た
。
小
学

3
年
生
で
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
を

始
め
、
練
習
を
重
ね
数
々
の

レ
ー
ス
に
出
場
。
両
親
の
支

え
も
あ
り
、
め
き
め
き
と
頭

角
を
現
し
た
。

　
高
校
時
代
、
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
の
回
転
競
技
で
初
出
場

し
た
ト
リ
ノ
大
会
か
ら
8

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

羽
生
結
弦
選
手
や
ス
キ
ー
ジ

ャ
ン
プ
の
葛
西
紀
明
選
手
の

活
躍
で
、
日
本
中
が
沸
い
た

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
お
い
て
、
感
動
の
金
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取
材
を
終
え
て



　（３） ２０１６年９月２４日（土曜日）（通算４８６号）   第２８７号［生活・文化］

太
古
か

太
古
か
らら

人
の
そ
ば

人
の
そ
ば
にに

糊

菰

股

虎

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴袴

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡
胡

　
読
者
の
皆
様
は
ロ
バ
ー
ト
・

ラ
ド
ラ
ム
の
小
説
を
元
に
映
画

化
さ
れ
た
「
ボ
ー
ン
シ
リ
ー
ズ
」

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る

だ
ろ
う
か
。
2
0
0
3
年
に
公

開
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
第
1
作
目

の
「
ボ
ー
ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
は
革
命
的
で
斬
新
な
ア

ク
シ
ョ
ン
映
画
で
あ
っ
た
。
日

本
に
お
い
て
2
0
0
2
年
公
開

の
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
秘

密
の
部
屋
」
を
抑
え
て
興
行
成

績
は
2
週
間
連
続
で
1
位
を
と

っ
た
。
そ
の
後
2
0
0
4
年
に

は
第
2
作
目
の
「
ボ
ー
ン
・
ス

プ
レ
マ
シ
ー
」
が
公
開
。
そ
し

て
第
3
作
目
「
ボ
ー
ン
・
ア
ル

テ
ィ
メ
イ
タ
ム
」
第
4
作
目
「
ボ

ー
ン
・
レ
ガ
シ
ー
」
と
続
く
。
第

5
作
目
に
あ
た
る
今
作
「
ジ
ェ

イ
ソ
ン
・
ボ
ー
ン
」
は
9
年
ぶ

り
の
新
作
と
あ
っ
て
注
目
が
集

ま
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
作
品
で
は
、
マ

ッ
ト
・
デ
イ
モ
ン
演
じ
る
記
憶

を
失
く
し
た
男
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン

・
ボ
ー
ン
。
彼
は
自
分
が
何
者

で
、
一
体
自
分
の
身
に
何
が
起

き
た
の
か
と
い
う
部
分
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
そ
の
中
で
本

当
の
自
分
を
思
い
出
す
の
だ

が
、
今
作
で
彼
は
ま
た
戻
っ
て

く
る
。
は
た
し
て
そ
の
目
的
と

は
、
ま
だ
隠
さ
れ
た
真
実
が
あ

る
の
か
。

　
主
人
公
演
じ
る
マ
ッ
ト
・
デ

イ
モ
ン
の
迫
真
の
演
技
を
、
ロ

ン
ド
ン
や
ラ
ス
ベ
ガ
ス
な
ど
世

界
中
を
舞
台
に
迫
力
あ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

監
督
は
ポ
ー
ル
・
グ
リ
ー
ン
グ

ラ
ス
と
豪
華
な
ス
タ
ッ
フ
、
キ

ャ
ス
ト
が
集
結
し
て
い
る
今
作

を
ぜ
ひ
劇
場
に
て
。 疑
疑
 （
柚
）

（
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ボ
ー
ン
　
　10

月
7
日
公
開
）

白熱のアクション映白熱のアクション映画画

『ジェイソン・ボーン『ジェイソン・ボーン』』

曳

嬰

映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　鉄腕アトムのメロディを聞きなが

ら、高田馬場の改札を出て、早稲田

通りを左手に歩くこと約5分。手塚

治虫先生ゆかりの地である高田馬場

西商店街の一角に中華料理屋・一番

飯店がある。ここでは先生本人が考

案した特製上海焼きそば（1420円）

を食べることができる。

　このメニューは高田馬場にある手

塚プロダクションに現・店長である

山本さんが出前に行った時、栄養の

摂れる焼きそばをリクエストされて

生まれたのだという。大きなお皿に

乗せられたボリュームたっぷりな、

あんかけ焼きそばは具だくさんで麺

が見えない。

　あんの具材は、キクラゲ、シイタ

ケ、フクロタケ、大小2種類のエビ、

イカ、アサリ、鶏肉、青梗菜が入っ

ている。麺は細めで片面を中華鍋で

つけた焦げ目の食感とモチモチした

食感のバランスが良く、あんとの相

性は抜群だ。きのこ類や魚介類など

の旨味が満ちており、おこげの香ば

しさが鼻孔をくすぐる。

　人気メニューの1つである、トマ

トタンメン（860円）もいただいた。

高田馬場に愛される名店

特製上海焼きそば

山形県鶴岡市の契約農家の方から仕

入れたトマトがふんだんに使われて

いる。トマトを出汁にしたスープは

深みのある味なのだが、後味がさっ

ぱりとしている。また、ゴロゴロと

入った果肉がみずみずしく口の中で

弾け、丸かじりしているような錯覚

さえ起こしてしまう。あっさりとし

ているので女性でもすんなりと完食

できるだろう。一番飯店は多忙で開

いていない場合もあるとのこと。来

店時は電話を入れて確認をするのが

おすすめである。

　手塚治虫先生のことを振り返る山

本さんは昔を懐かしむような、それ

でいて少年のような笑顔だった。ま

た、「おいしいの一言が聞けるだけ

でこの仕事を続けていける」と話を

してくれた。山本さんと話をする

と、よりこのお店の魅力が増す。だ

んだんと肌寒くなるこの時期、味に

も人柄にもほっこりとする、そんな

お店、一番飯店に訪れてみてはいか

がだろうか。 （齋藤真優子）

定休日…水曜日

営業時間…11時半～16時

　　　　　17時～23時半

企
画

多
田
　
愉
梨

構
成

レ
イ
ア
ウ
ト

福
田
　
健
太

取
材

住
吉
　
華
乃

野
口
　
英
嗣

齋
藤
真
優
子

「妖怪」ってなに「妖怪」ってなに？？

「
妖
怪
博
士
」に
な
ろ

「
妖
怪
博
士
」に
な
ろ
うう

　
今
、
再
び
ブ
ー
ム
に
火
が

つ
い
た
妖
怪
。
し
か
し
妖
怪

と
は
何
か
詳
し
く
わ
か
る
人

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
魅

力
を
今
回
徹
底
解
剖
し
て
い

き
た
い
。

き
た
の
は
奈
良
時
代
の
書
物
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
江
戸
時
代
に
な
り
絵
巻
物
が

数
多
く
描
か
れ
た
。
そ
し
て
明

治
時
代
に
は
研
究
を
す
る
学
者

が
登
場
し
て
ま
す
ま
す
広
ま
っ

て
い
っ
た
。
今
も
漫
画
や
ア
ニ

メ
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。

　
昔
は
何
か
妙
な
こ
と
が
起
こ

れ
ば
何
で
も
妖
怪
の
せ
い
に
し

て
い
た
。
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
起
き
る
不
可
思
議
な
現
象

も
、
も
し
か
す
れ
ば
彼
ら
た
ち

が
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。 疑
疑
疑
疑
疑
 （
多
田
愉
梨
）

中
国
と
深
く
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
多
く
の

も
の
や
文
化
が
中
国
か
ら
入
っ

て
き
た
。
そ
れ
ら
と
同
様
に
妖

怪
も
日
本
に
や
っ
て
き
た
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
日
本
特

有
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
八
百
万
の

神
の
思
想
と
相
ま
っ
て
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本

生
ま
れ
で
は
な
い
も
の
の
中
国

と
は
違
う
日
本
独
特
の
進
化
を

遂
げ
て
い
く
。
古
事
記
や
日
本

書
紀
と
い
っ
た
太
古
の
歴
史
書

に
は
鬼
な
ど
の
怪
奇
現
象
に
つ

い
て
の
記
述
が
存
在
し
た
。
し

か
し
妖
怪
と
い
う
言
葉
が
出
て

は
人
が
、
お
化
け
は
人
以
外
の

も
の
が
変
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
妖
怪
は
人
に
害
を
与

え
る
と
い
っ
た
負
の
要
素
ば
か

り
で
は
な
い
。
家
に
い
る
と
そ

の
家
は
栄
え
る
と
い
っ
た
人
に

幸
福
を
も
た
ら
す
「
座
敷
わ
ら

し
」
が
い
る
。
そ
し
て
今
で
は

仕
組
み
が
解
明
さ
れ
て
い
る
や

ま
び
こ
も
そ
の
昔
は
「
や
ま
び

こ
」
と
い
う
妖
怪
が
起
こ
し
た

現
象
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
か
わ
い
ら
し
い
も

の
が
多
く
存
在
す
る
の
も
特
徴

で
あ
り
、
今
の
時
代
に
ま
た
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
な
っ
た
理
由

か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
妖
怪
の
起
源
と
い

う
も
の
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
古
来
の

も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が

が
変
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
が
お
化
け
や
幽
霊
と
大
き

く
違
う
点
だ
。
幽
霊
と
は
、
こ

の
世
に
恨
み
や
未
練
が
あ
っ
て

成
仏
で
き
な
い
死
者
が
因
縁
の

あ
る
人
や
場
所
で
姿
を
現
す
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
お
化
け
と

は
、
本
来
あ
る
姿
か
ら
大
き
く

変
化
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
と
い
っ

た
動
物
や
物
を
粗
末
に
使
い
捨

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
で
他
の

も
の
に
化
け
て
恐
怖
感
を
与
え

る
も
の
を
い
う
。
つ
ま
り
幽
霊

　
最
近
、
再
び
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
妖
怪
。
し
か
し
世

の
中
に
は
似
た
よ
う
な
言
葉
が

多
く
存
在
す
る
。
お
化
け
や
幽

霊
な
ど
と
の
違
い
や
歴
史
に
つ

い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
こ

う
。
　
そ
も
そ
も
妖
怪
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
人
の
理
解
を
超

え
た
不
思
議
な
現
象
や
災
厄
を

引
き
起
こ
す
不
可
思
議
な
力
を

持
つ
存
在
の
こ
と
を
言
う
。
鬼

や
河
童
、
天
狗
な
ど
必
ず
し
も

人
の
霊
や
動
物
と
い
っ
た
何
か

ろ
し
い
怪
物
や
魔
女
な
ど
が
い

る
。
　
例
え
ば
、「
展
覧
会
の
絵
」
に

登
場
す
る
「
バ
ー
バ
・
ヤ
ー

ガ
」。こ
れ
は
痩
せ
こ
け
て
い
て

足
は
骨
だ
け
で
皮
は
な
く
、
子

供
を
さ
ら
い
食
べ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
に
も
恐

ろ
し
い
伝
承
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

見
つ
け
た
時
は
、
ど
の
妖
怪
が

元
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
注
目

す
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 疑
疑
 （
住
吉
華
乃
）

て
い
る
こ
と
で
生
ま

れ
る
ら
し
い
。
こ
の

た
め
、
そ
の
思
い
を

自
分
で
解
き
放
せ
な

け
れ
ば
そ
の
状
況
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
と

い
う
。

　
二
つ
目
に
、「
送

り
い
ぬ
」
と
い
う
あ

ま
り
聞
き
覚
え
が
な

い
で
あ
ろ
う
面
白
い

妖
怪
を
紹
介
す
る
。

夜
中
に
山
道
を
歩
い

て
い
る
と
き
、
後
ろ

か
ら
犬
が
付
い
て
き

た
ら
そ
れ
は
「
送
り

い
ぬ
」
か
も
し
れ
な

い
。
も
し
木
の
根
に

足
を
と
ら
れ
た
り
し
て
転
ん
で

し
ま
う
と
、
瞬
く
間
に
食
い
殺

さ
れ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
転
ん

で
も
、「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
休

憩
を
と
る
よ
う
に
見
せ
か
け
れ

ば
襲
い
か
か
っ
て
こ
な
い
と
い

う
。
夜
間
山
間
を
散
歩
す
る
際

に
は
気
を
付
け
た
方
が
い
い
か

も
し
れ
な
い
。

　
三
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は

「
は
な
か
っ
ぱ
」
や
、
か
っ
ぱ

寿
司
の
「
カ
ー
君
、
パ
ー
子
ち

ゃ
ん
」
な
ど
、
み
ん
な
か
ら
愛

さ
れ
る
河
童
だ
。
川
に
落
ち
た

ら
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
り
、
相

撲
で
負
け
る
と
臓
器
を
抜
か
れ

る
と
言
わ
れ
る
。
か
っ
ぱ
の
特

徴
は
水
死
体
と
似
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
水
死
体
が
浮

か
ぶ
川
に
は
近
づ
く
な
と
子
供

た
ち
に
警
告
す
る
た
め
、
妖
怪

だ
と
い
う
言
い
伝
え
が
で
き
た

と
い
う
説
が
有
力
だ
。

　
日
本
の
妖
怪
は
海
外
で
も
恐

ろ
し
い
と
言
わ
れ
る
も
の
が
多

い
が
、
海
外
に
も
空
想
上
の
恐

　
江
戸
時
代
ま
で
、
日
本
人
に

と
っ
て
の
妖
怪
と
は
、
妖
し
く

怪
し
い
も
の
だ
と
い
う
程
度
の

認
識
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

平
安
時
代
か
ら
妖
し
く
怪
し
い

も
の
が
絵
に
描
か
れ
、
人
々
に

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
江
戸
時
代
に
は
鳥
山
石
燕

が
現
代
に
も
伝
わ
る
微
笑
み
や

奇
妙
さ
を
誘
う
妖
怪
の
絵
を
多

く
書
き
、
後
の
時
代
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
大
正
時
代
に

妖
怪
を
題
材
と
し
た
漫
画
の
第

一
人
者
と
な
っ
た
の
が
水
木
し

げ
る
だ
。　

代
で
「
ゲ
ゲ
ゲ
の

40

鬼
太
郎
」
の
も
と
と
な
る
「
墓

場
の
鬼
太
郎
」
と
い
う
作
品
が

登
場
し
、
一
躍
人
気
作
へ
。
今

で
は
数
多
く
の
妖
怪
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
注
目
さ
れ
て
い
る
妖

怪
を
、い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
は
じ
め
に
紹
介
し
た
い
、
妖

怪
は
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
メ

イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
ジ
バ
ニ
ャ
ン
」
の
出
ど
こ
ろ

で
も
あ
る
地
縛
霊
だ
。「
ジ
バ

ニ
ャ
ン
」
は
、
車
に
ひ
か
れ
た

飼
い
猫
の
地
縛
霊
だ
と
い
う
。

こ
の
妖
怪
は
、
現
世
へ
の
執
着

心
や
怨
念
な
ど
が
凝
り
固
ま
っ

境
港
市
内
で
の
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
は
有
利
に
な
る
・
・
・

か
も
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

他
に
も
就
活
の
際
に
は
採
用
担

当
者
の
目
を
引
く
こ
と
間
違
い

な
し
だ
ろ
う
。

　
毎
年
数
百
人
が
受
験
す
る
境

港
妖
怪
検
定
。
昨
年
の
第
　
回
10

開
催
で
は
、
4
歳
の
女
の
子
が

初
級
に
合
格
し
、
最
年
少
記
録

を
更
新
し
た
と
の
こ
と
。
第
　11

回
目
と
な
る
今
回
の
境
港
妖
怪

検
定
は
水
木
し
げ
る
先
生
が
逝

去
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
開
催

と
な
る
。「
こ
れ
か
ら
も
妖
怪

に
関
す
る
企
画
や
境
港
で
水
揚

げ
さ
れ
る
豊
富
な
水
産
物
に
関

す
る
企
画
な
ど
を
実
施
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
境
港
市
だ
け
で
な
く
東
京
都

調
布
市
で
も
開
催
し
て
い
る
境

港
妖
怪
検
定
。
空
前
の
妖
怪
ブ

ー
ム
で
あ
る
今
、
皆
さ
ん
も
受

験
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。
日
本
の
文
化
や
風
土
を
再

認
識
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な

る
は
ず
だ
。 疑
疑
 （
野
口
英
嗣
）

先
生
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

　
試
験
は
初
級
、
中
級
、
上
級

と
分
か
れ
て
い
る
。
初
級
、
中

級
は
主
催
団
体
で
あ
る
境
港
商

工
会
議
所
・
境
港
市
観
光
協
会

な
ど
が
作
成
。
上
級
は
妖
怪
専

門
誌
で
あ
る
『
怪
』・
お
化
け
大

学
校
が
小
論
文
の
お
題
の
作
成

と
受
験
生
の
論
文
の
審
査
を
行

っ
て
い
る
。
最
終
的
に
水
木
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
監
修
を
受
け

完
成
と
な
る
の
だ
。

　
で
は
こ
の
検
定
を
取
得
し
た

こ
と
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
事
が

可
能
と
な
る
の
か
。
古
橋
さ
ん

は
「
境
港
妖
怪
検
定
は
資
格
試

験
で
す
の
で
、
合
格
し
た
場
合

は
履
歴
書
に
記
載
で
き
ま
す
。

　
日
本
に
古
く
か
ら
存
在
す
る

妖
怪
文
化
。
西
洋
の
怪
物
や
宇

宙
人
の
類
と
は
異
な
る
日
本
独

自
の
文
化
だ
。
日
本
人
な
ら
誰

し
も
妖
怪
の
名
前
を
少
な
か
ら

ず
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
妖
怪
に
関
す
る

知
識
を
活
か
し
て
取
得
で
き
る

検
定
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
が
境
港
妖
怪
検
定

で
あ
る
。
こ
の
検
定
を
主
催
し

て
い
る
境
港
市
観
光
協
会
の
古

橋
剛
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
検
定
は
鳥
取

県
に
あ
る
境
港
商
工
会
議
所
の

創
立
1
0
0
周
年
を
記
念
す
る

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の

境
港
市
は
漫
画
家
水
木
し
げ
る 諌

間

還

閑

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑

妖
怪
学
の

妖
怪
学
の
祖祖

否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
妖

怪
を
実
怪
と
虚
怪
に
分
け
、
さ
ら

に
実
怪
の
中
の
真
怪
を
未
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
妖
怪
と
し
て
定
義

し
た
。
彼
は
明
治
の
ゴ
ー
ス
ト
バ

ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
1

道
1
府
　
県
2
1
5
箇
所
に
及
ぶ

48

調
査
を
行
い
、
不
思
議
現
象
を
調

べ
た
の
だ
。
こ
の
並
々
な
ら
ぬ
探

求
心
は
彼
が
妖
怪
を
愛
し
、
科
学

的
な
視
点
か
ら
真
の
妖
怪
を
探
そ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え

て
な
ら
な
い
。 疑
 （
齋
藤
真
優
子
）

　
文
明
開
化
を
謳
い
、

近
代
化
が
進
ん
だ
明

治
。
人
々
は
未
だ
迷
信

や
妖
怪
を
信
じ
、
こ
っ

く
り
さ
ん
が
社
会
現
象

に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

を
解
明
す
る
た
め
立
ち

上
が
っ
た
人
物
が
井
上

円
了
で
あ
る
。

　
彼
は
東
京
大
学
を
卒

業
後
、
哲
学
を
広
め
る

た
め
に
哲
学
館
（
現
・

東
洋
大
学
）
を
設
立
。

哲
学
が
近
代
化
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
と
そ
の

教
育
に
力
を
注
い
だ
。

　
彼
は
哲
学
者
と
い
う

肩
書
の
他
に
妖
怪
博
士

と
い
う
異
名
を
持
つ
。

円
了
は
心
理
学
を
活
用

し
て
こ
っ
く
り
さ
ん
を

研
究
し
、
そ
れ
が
妖
怪

学
の
基
礎
と
な
っ
た
。

　
円
了
の
妖
怪
学
は
前

近
代
的
な
迷
信
の
類
を

配給：東宝東配給：東宝東和和
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誰
も
が
簡
単
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
人
気
の
あ
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
。
今
回
は
、
主
将
と
し
て
部

を
ま
と
め
る
加
藤
聖
基
さ
ん
（
政

2
）
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
中
高
と
文
科
系
の
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
た
加
藤
さ
ん
。
大
学
で

一
か
ら
始
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
を

や
り
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
経
験

者
の
少
な
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
に
入

部
す
る
。
入
部
後
、
週
2
回
の
部

で
の
練
習
と
自
主
練
習
の
努
力
が

実
を
結
び
、
平
均
で
1
7
0
点
を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
用
具
に

つ
い
て
は
、　

ポ
ン
ド
の
マ
イ
ボ

15

ー
ル
を
使
用

し
、
レ
ー
ン

の
素
材
や
オ

イ
ル
の
量
で
使
い

分
け
て
い
る
そ
う

だ
。
競
技
の
難
し

さ
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
レ
ー
ン
に

よ
っ
て
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
異
な
り

ま

す
。
そ

の

た

め
、
そ
れ
を
正
確

に
読
ん
で
投
球
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
語
る
。
さ

ら
に
、「
大
学
で
共
通
の
趣
味
を

持
つ
仲
間
と
打
ち
込
め
る
も
の
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ね
」
と
部
活
に
つ
い
て
明
る
く
話

し
た
。

　
秋
か
ら
の
試
合
で
は
個
人
で
ア

ベ
レ
ー
ジ
2
0
0
、
部
と
し
て
は

新
人
リ
ー
グ
で
の
入
賞
を
目
標
に

掲
げ
る
加
藤
さ
ん
。
そ
の
た
め
の

課
題
と
し
て
「
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

く
に
は
選
手
層
を
厚
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

も
し
ス
ト
ラ
イ
ク
を
と
れ
な
く
て

も
焦
ら
ず
に
ス
ペ
ア
で
粘
り
、
ス

コ
ア
を
上
げ
た
い
で
す
」
と
今
後

に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
へ
の
飽
く
な
き
向

上
心
で
リ
ー
グ
1
部
昇
格
を
目
指

す
加
藤
さ
ん
の
今
後
に
注
目
で
あ

る
。 

（
関
沢
裕
一
朗
）

　ボウリング部

加藤  聖基  選手（政2）　
一
投
に
思
い
込
め

一
投
に
思
い
込
め
てて

果敢に技を仕掛ける工藤主将（撮影・野口英嗣）

相手を出し抜く大膳選手（撮影・多田愉梨）

　
雨
天
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
明

治
大
学
八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
、
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春
季

リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
本
学
対
防

衛
大
学
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

前
半
は
両
者
一
歩
も
譲
ら
ず
均

衡
状
態
が
続
く
。し
か
し
、後
半

に
て
本
学
が
得
点
を
決
め
、
そ

の
後
も
粘
り
強
く
走
り
続
け
1

対
0
で
見
事
に
勝
利
を
納
め
た
。

つ
い
に
先
制
点
が
決
ま
る
。
得

点
を
決
め
、
勢
い
に
乗
っ
た
本

学
は
積
極
的
に
ゴ
ー
ル
を
決
め

よ
う
と
す
る
も
、
中
々
ゴ
ー
ル

は
決
ま
ら
ず
。
残
り
1
分
の
ピ

ン
チ
で
は
Ｆ
Ｂ
（
フ
ル
バ
ッ
ク
）

の
柏
原
心
選
手
（
政
1
）
が
決

死
の
守
備
で
無
失
点
に
抑
え
試

合
は
終
了
し
た
。
得
点
を
決
め

た
矢
作
選
手
は
「
ま
た
フ
ォ
ワ

ー
ド
と
し
て
点
を
取
っ
て
貢
献

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
プ
テ

ン
で
あ
る
池
田
周
平
選
手
（
政

4
）
は
「
春
は
1
勝
が
難
し
く

中
々
勝
利
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
勝
利
を
目
指
し
た
結

果
、
初
戦
か
ら
勝
利
を
収
め
ら

れ
た
と
い
う
の
は
非
常
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
リ

ー
グ
戦
も
勝
ち
切
っ
て
確
実
に

2
部
優
勝
、
そ
し
て
1
部
昇
格

を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

前
を
見
据
え
て
い
た
。
今
日
の

勝
利
で
1
部
復
帰
に
向
け
て
大

き
な
一
歩
を
歩
み
出
し
た
試
合

に
な
っ
た
。 円
 （
岡
野
玲
於
奈
）

手
（
政
2
）
が
多
彩
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
で
攻
め
る
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

さ
れ
る
。
前
半
　
分
で
は
防
衛

16

大
学
側
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
コ
ー
ナ

ー
が
発
生
す
る
も
、
見
事
ブ
ロ

ッ
ク
に
成
功
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
広
く
使
い
攻
め
よ
う
と
す

る
選
手
た
ち
の
背
中
を
押
す
よ

う
に
天
気
は
快
晴
と
な
っ
て
い

っ
た
。
前
半
　

分
に
攻
め
込

19

み
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
に

持
ち
込
む
が
阻
ま
れ
て
し
ま
っ

た
。
得
点
こ
そ
奪
え
な
か
っ
た

が
、
堅
い
守
備
と
粘
り
強
い
攻

撃
で
自
分
た
ち
の
時
間
を
活
か

す
姿
が
見
ら
れ
た
前
半
戦
が
終

了
す
る
。

大
き
な
一
歩

　
後
半
5
分
、
奥
原
健
登
選
手

（
済
3
）
が
攻
め
る
が
、
相
手

の
硬
い
ブ
ロ
ッ
ク
に
阻
ま
れ
て

し
ま
う
。
一
進
一
退
を
す
る

中
、
後
半
　
分
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

20

コ
ー
ナ
ー
で
つ
い
に
均
衡
が
破

れ
る
。
Ｌ
Ｗ
（
レ
フ
ト
ウ
ィ
ン

グ
）
の
矢
作
直
也
選
手
（
営
1
）

が
リ
バ
ウ
ン
ド
を
押
し
込
み
、

雪
辱
を
果
た
す
た
め
に

　
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春
季
リ

ー
グ
が
9
月
　
日
に
明
治
大
学

11

八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ

れ
た
。
昨
年
に
は
2
部
リ
ー
グ

に
降
格
し
、
3
、
4
年
生
も
7

人
し
か
い
な
い
と
い
う
状
況
。

そ
う
い
っ
た
中
で
多
く
の
新
入

生
を
迎
え
、
新
た
に
チ
ー
ム
を

作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
過
酷
な

夏
合
宿
や
練
習
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
リ
ー
グ
の
初
戦
で
あ
る

こ
の
試
合
で
そ
の
成
果
を
ど
の

く
ら
い
発
揮
で
き
る
の
か
。
試

合
前
に
チ
ー
ム
の
主
力
で
あ
る

鈴
木
翔
太
選
手
（
法
3
）
は

「
自
分
た
ち
か
ら
走
る
ホ
ッ
ケ

ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
走
っ

て
得
点
を
取
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
気
合
十
分
に
話
し
て
く

れ
た
。

両
者
譲
ら
ず

　
曇
り
空
の
中
、
い
よ
い
よ
試

合
が
始
ま
っ
た
。
両
者
は
一
歩

も
譲
ろ
う
と
せ
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
を
走
り
回
る
。
山
口
星
矢
選

し
て
い
て
、
多
く
の
運
動
部
を

取
材
し
て
き
た
。
運
動
部
で
は

選
手
と
し
て
チ
ー
ム
を
勝
利
に

導
く
こ
と
が
私
に
求
め
ら
れ
て

い
る
役
割
で
あ
る
。
一
方
で
新

聞
社
で
は
私
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
全
く
別
で
あ
る
。
部
員
た

ち
の
育
成
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

一
番
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
い
わ
ば
監
督
と
し
て
の
役

割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

全
く
違
う
こ
の
2
つ
の
仕
事
を

兼
任
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
1
年

間
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
新
聞
も
運
動
も
チ
ー
ム
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
。
一
つ
の
新

聞
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、

団
体
競
技
と
同
じ
よ
う
に
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ

る
。
一
つ
一
つ
の
記
事
に
は
現

れ
な
い
こ
の
部
分
を
、
読
者
に

伝
え
ら
れ
る
新
聞
を
作
り
た
い

と
思
う
。
こ
れ
が
編
集
長
と
し

て
の
私
の
挑
戦
だ
。 円
円
 （
兵
）

　
編
集
長
に
な
っ
て
1
か
月
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。
仕
事
に

は
慣
れ
て
い
た
つ
も
り
で
は
あ

っ
た
が
、
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
仕
事
を
し
て
み
る
と
す
べ
て

が
初
め
て
に
感
じ
て
し
ま
う
。

私
は
文
章
力
に
も
、
編
集
能
力

に
も
特
に
秀
で
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
読
者
の
皆
様
に
は
そ

ん
な
未
熟
な
編
集
長
で
あ
る
私

を
温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
私
は
歴
代
の
編
集
長

と
は
違
う
点
が
一
つ
あ
る
。
そ

れ
は
運
動
部
に
も
所
属
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
新
聞
社
で

も
ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
面
を
担
当

も
、
自
分
た
ち
の
体
の
弱
さ

や
、
一
部
リ
ー
グ
と
の
差
だ
け

で
な
く
二
部
リ
ー
グ
で
も
上
位

と
下
位
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
を
四
大
戦
優
勝
に
繋
げ
た

い
で
す
」
と
語
る
。
徳
山
選
手

は
「
途
中
ま
で
い
い
試
合
が
で

き
た
が
力
の
差
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
次
に
活
か
し

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。
工
藤

主
将
は
「
二
回
戦
で
は
途
中
で

ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
、
得
意
の

寝
技
を
狙
っ
た
が
返
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
寝
技
を
活

か
す
た
め
に
も
っ
と
練
習
し
ま

す
」
と
答
え
た
。

　
下
を
見
て
は
い
ら
れ
な
い
。

力
の
差
を
痛
感
し
た
本
大
会
の

結
果
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
気

持
ち
を
切
り
替
え
、
四
大
戦
優

勝
に
闘
志
を
燃
や
す
。
そ
の
姿

は
何
処
の
大
学
よ
り
も
勇
ま
し

か
っ
た
。 円
円
円
 （
佐
藤
翔
太
）

相
手
の
巧
み
な
技
に
屈
し
た
。

徳
山
洋
輔
選
手
（
政
2
）
も
序

盤
こ
そ
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け

る
が
決
め
き
れ
ず
一
本
負
け
を

喫
し
た
。

　
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
級
に
出
場
し

73
た
の
は
久
保
田
龍
選
手
（
物
2
）

と
工
藤
主
将
。
久
保
田
選
手
は

序
盤
か
ら
技
を
仕
掛
け
ら
れ
る

な
ど
劣
勢
が
続
き
最
後
は
一
本

背
負
い
で
一
本
負
け
。
工
藤
主

将
は
一
回
戦
、
試
合
開
始
早
々

に
裏
投
げ
で
一
本
勝
ち
し
た
。

し
か
し
二
回
戦
で
は
互
い
に
技

を
仕
掛
け
合
い
、
激
し
く
組
み

合
う
な
ど
健
闘
し
た
が
終
盤
に

力
尽
き
、
抑
え
込
み
で
一
本
負

け
。
本
校
の
戦
い
は
幕
を
閉
じ

た
。悔

し
さ
を
バ
ネ
に

　
試
合
後
、
高
瀬
選
手
は
「
試

合
内
容
は
良
か
っ
た
で
す
。
で

四
大
戦
を
見
据
え
て

　
9
月
4
日
、
日
本
武
道
館
で

東
京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校
は
個

人
戦
で
5
選
手
が
出
場
し
た
。

　
試
合
前
に
工
藤
敦
史
主
将

（
日
3
）
は
、「
本
日
は
一
部
リ

ー
グ
の
大
学
と
当
た
る
選
手
が

多
い
で
す
。
強
い
相
手
に
と
に

か
く
力
を
出
し
切
っ
て
今
日
の

結
果
を
四
大
戦
に
繋
げ
た
い
で

す
」
と
強
く
意
気
込
ん
だ
。

厳
し
い
結
果
に

　
本
校
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

る
。　

キ
ロ
グ
ラ
ム
級
に
出
場

60

し
た
清
水
佑
次
選
手
（
営
3
）

は
序
盤
か
ら
攻
め
込
ま
れ
試
合

開
始
1
分
後
背
負
い
投
げ
で
一

本
負
け
。　

キ
ロ
グ
ラ
ム
級
に

66

出
場
し
た
高
瀬
尚
一
郎
選
手

（
政
3
）
は
粘
り
を
見
せ
る
も

カ
ー
リ
ー
グ
2
部
第
　
節
対
上

12

智
大
戦
2
対
5
で
敗
退

▼
9
月
　
日
リ
ー
グ
戦
第
　
節

18

13

対
玉
川
大
戦
3
対
1
で
勝
利

▽
　
月
2
日
リ
ー
グ
戦
第
　
節

10

15

対
日
大
生
物
資
源
科
学
部
戦
本

学
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
　
時
キ
ッ

10

ク
オ
フ
予
定

【
ラ
ク
ロ
ス
部
男
子
】

▼
9
月
1
日
リ
ー
グ
戦
第
2
戦

対
戦
東
経
大
戦
　
対
3
で
勝
利

16

▼
9
月
　
日
リ
ー
グ
戦
第
3
戦

10

対
上
智
大
戦
　
対
4
で
勝
利

13

【
ラ
ク
ロ
ス
部
女
子
】

▼
9
月
6
日
関
東
学
生
ラ
ク
ロ

ス
リ
ー
グ
対
上
智
大
戦
　
対
2

12

で
勝
利

▼
9
月
　
日
リ
ー
グ
戦
対
千
葉

25

大
戦
本
学
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
予
定

▼
は
試
合
結
果
、
城
▽
は
試
合

予
定
を
表
し
て
い
ま
す

【
硬
式
野
球
部
】

▼
9
月
　
日
秋
季
リ
ー
グ
対
大

18

正
大
戦
7
対
2
で
敗
退

▽
　
月
8
・
9
日
秋
季
リ
ー
グ

10
対
順
大
戦
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
予
定

▽
　
月
　
・
　

日
秋
季
リ
ー
グ

10

15

16

対
芝
浦
工
大
戦
本
学
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
予
定

【
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
】

▽
　
月
9
日
秋
季
リ
ー
グ
対
東

10
京
工
大
戦
ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル
フ

ィ
ー
ル
ド
で
　
時
　
分
キ
ッ
ク

10

45

オ
フ
予
定

▽
　
月
　
日
秋
季
リ
ー
グ
対
成

10

23

城
大
戦
本
学
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

　
時
　
分
キ
ッ
ク
オ
フ
予
定

13

45

【
サ
ッ
カ
ー
部
】　

▼
9
月
　
日
東
京
都
大
学
サ
ッ

11

君恋ふるこころ

学習院大学史料館　平成 28 年度秋季特別展

―恋におちる日本美術―

小野小町図
（内膳司濱島家文書「三十六歌仙絵」上巻より）

2016 年 10 月 1 日（土）― 12 月 10 日（土）
学習院大学史料館展示室（北 2号館 1階）

2016 年 10 月 8 日（土）
「王朝物語と絵画」
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